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研究成果の概要（和文）：身体不満足感は、極端なダイエットなど食行動や喫煙など健康行動の背景要因とされ
ている。本研究の目的は、質問紙調査法の限界をふまえ、生態学的妥当性を備えた測定方法を用いて、以下の３
点を明らかにすることにあった：a）感情、認知、ボディイメージ、健康関連行動の関連性, b）対人的相互作
用、社会文化的要因のとりこみがボディイメージに与える影響, c）身体不満足改善のための介入方法の検討。
研究期間中に、健康行動におけるボディイメージの役割について、日常生活における感情や身体不満足感の関連
を解明した。生活場面に即した介入方法として、マインドフルネスに基づく食観トレーニングプログラムの出版
を完了させた。

研究成果の概要（英文）：Boty image is considered to related to various health-related behaviors such
 as extreme dieting and smoking. The purpose of the current study was trifold: 1) the exploration of
 associations among emotion, cognition, body image, and health-related behaviors; 2) examination of 
the role of interpersonal interactions and the internalization of socio-cultural factors on body 
image; and 3) the development of intervention programs to enhance positive body image. We used the 
ecological momentary assessment to resolve limitations of traditional questionnaire surveys 
including recall bias. As an intervention, we focused on the Mindful Eating Program and completed a 
book that targets general audience.  
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で用いるEcological Momentary Assessmentという手法は、従来の質問紙調査の限界である想起バイアス
の問題を排除したデータ収集が可能とされている。質問紙調査で得られた知見について、異なる調査方法を用い
た分析を行うことで、より頑健な知見が得られるという学術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 ボディイメージは、体型や体重に対する感情、懸念、信念、身体不満を意味する。身体

不満足感は、若年女性の摂食障害の発症のみならず、喫煙、身体活動の低下、肥満や過体

重、極端なダイエットなど身体的健康や健康関連行動にも中心的役割を果たすと考えられ

てきた。ボディイメージや身体不満足がどのように形成され、社会文化的要因や感情統制

はどのように関与するのか、さらに健康行動や心身の健康にどのように関与するのか、実

に多くの研究が蓄積されてきた。 

健康行動におけるボディイメージの役割に共通するのが、社会的痩身理想の内在化（とり

いれ）である。先行研究の多くは、行動実験や質問紙調査により行われてきた。自己報告式

の質問紙調査には想起バイアスがつきものであり、実験室で導かれた知見は日常生活への

一般化が課題となる。また、自己報告式の心理尺度は、特性をとらえることができる一方、

状況の影響を検出することが困難である。身体不満足感・ボディイメージは健康関連行動の

生起や維持にどのように影響するのか、身体不満足がどのように強化されるのか。十分なエ

ビデンスのさらなる蓄積のためには、方法論の拡張が必須と考えられる。  

 

２．研究の目的 

本研究は、ボディイメージが健康行動に及ぼす影響について、生態学的に妥当な方法

Ecological Momentary Assessment, EMAにより解明することを目的に、以下 3点が計画され

た。 

1) EMA、感情、認知、ボディイメージ、健康関連行動の関連についての国内外の研究の動向、 

2) 感情・認知、社会文化的要因の内在化や対人的相互作用が、ボディイメージや健康行動

に及ぼす影響 

3) EMI を統合した身体不満足改善および健康行動促進のための予防的介入方法の検討 

 

 

３．研究の方法 

 上記の目的を達成するため、本研究では、a) 文献研究、b) 国内外の研究動向調査、c) EMA

を用いた日常生活下でのボディイメージの変動を調査するデータ収集とその応用可能性の

検討を行なった。 

 健康心理学や行動医学の国際学会で開催される EMA調査方法や、EMAにより収集され

る強縦断データ（Intensive Longitudinal Data)の分析方法の最新の動向を調査するため、

ヨーロッパ健康心理学会、ICPSR やアメリカ心理学会のサマープログラムに参加し、分析

手法を獲得するとともに、EMA研究の実際についての討論に参画した。 

 日常生活下におけるボディイメージと関連要因の変動についてとらえるため、ボディイ

メージと食行動など健康行動の関連の予備的調査として質問紙調査を行なった。自身のボ

ディイメージや食行動に関連する仲間との儀式的会話 Fat Talkが、心理学社会的発達にど

のような影響を受けるのかの調査から、日常生活のボディイメージの変動に対する Fat 

Talkの役割を明らかにした。 

 EMAを用いたデータ収集として、パイロット調査を実施し、本調査の手続きを洗練した
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うえで本調査を実施し、得られたデータをマルチレベル分析を用いて分析した。 

 

４．研究成果 

 予備的調査として行なった質問紙調査、EMA を用いたデータ収集から得られた結果は、論文

や学会発表として、国内外のジャーナルや学会において発表した。 

 EMA は、心理学研究としては比較的新しい手法であり、分析アプローチも多様である。パイ

ロット調査後に専門家の指摘を受け、課題点を修正後に再度のデータ収集を計画していたとこ

ろ、2020 年度、2021 年度には、新型コロナウイルス感染症対応のため、補助金の繰越・再度繰

越を行う必要が生じた。このため、当初予定されていた研究期間を２年間延長することとなっ

た。主たる調査の結果は、現在、国際誌に投稿/レビューを受けている。 
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